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吹屋の伝統的建造物

シリーズ

歴
史
ま
ち
づ
く
り
計
画 

①

　

昨
年
11
月
に
「
地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向

上
に
関
す
る
法
律
」（
通
称
・
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
）
に
基
づ
き
、

本
市
の
歴
史
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
正
式
名
称
・
高
梁
市
歴
史
的

風
致
維
持
向
上
計
画
）
が
、
国
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
月
号
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
、
計
画
し
て
い
る
事
業
の
概
要
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

歴
史
ま
ち
づ
く
り
課
（
☎
�
０
２
５
７
）

　

今
回
の
計
画
認
定
に
よ
っ
て
、
市

は
、
国
指
定
の
文
化
財
に
限
ら
ず
、

歴
史
的
建
造
物
の
保
存･

修
復
の
支本町の町並み

援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
修
復
等
が
行

き
届
か
な
か
っ
た
歴
史
的
建
造
物
の

修
復
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

①�

城
下
町
高
梁
の
町
家
へ
の
修
景
補

助
【
Ｈ
22
～
31
】

　

城
下
町
の
面
影
を
多
く
残
す
本
町

に
お
い
て
、
平
成
10
年
度
か
ら
平
成

21
年
度
ま
で
32
件
の
町
家
の
保
存
・

修
景
（※１）
を
行
い
、
歴
史
的
町
並
み
を

維
持
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
度
か
ら
は
整
備
対
象
範

囲
を
石
火
矢
町
、
中
之
町
、
紺
屋
川

筋
ま
で
広
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
計
画
で
は
、
引
き
続
き
中
心
的

な
事
業
と
し
て
位
置
付
け
、
重
点
区

域
内
の
町
家
等
の
修
景
を
行
う
こ
と

で
、
歴
史
的
町
並
み
の
連
続
性
を
維

持
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

（※１）
修
景
…
周
辺
景
観
に
調
和
し
た
整
備

②�

吹
屋
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

の
家
屋
の
保
存
修
理
【
Ｈ
22
～
31
】

　

吹
屋
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

の
町
並
み
は
、
吹
屋
を
象
徴
す
る
景

観
で
す
。

　

江
戸
時
代
末
期
か
ら
明
治
時
代
に

造
ら
れ
た
建
物
が
ほ
と
ん
ど
で
、
修

復
の
必
要
な
建
物
が
あ
る
た
め
、
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
文
化
庁
の
制
度
を

活
用
し
、
伝
統
的
建
造
物
を
順
次
修

復
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

③�

市
郷
土
資
料
館（
市
重
要
文
化
財
）

の
保
存
修
理
【
Ｈ
23
～
26
】

　

現
在
の
市
郷
土
資
料
館
は
、
明
治

維
新
後
、
近
代
教
育
が
進
ん
で
い
く

中
、
明
治
37
年
に
建
築
さ
れ
た
旧
高

梁
尋
常
高
等
小
学
校
本
館
で
、
近
代

高
梁
を
象
徴
す
る
建
造
物
で
す
。

　

本
計
画
で
は
、
建
物
の
現
状
調
査

を
行
い
、
民
俗
資
料
等
の
保
存
環
境

に
配
慮
し
た
修
復
を
行
い
、
地
域
活

動
の
学
習
の
場
と
し
て
の
利
用
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

④�

備
中
松
山
城
跡
（
国
史
跡
）
の
保

存
修
理
【
Ｈ
22
～
31
】

　

史
跡
備
中
松
山
城
跡
整
備
計
画
に

基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
文
化

庁
の
制
度
を
活
用
し
、史
跡
の
整
備
・

修
復
を
行
い
ま
す
。

⑤�

旧
備
中
松
山
藩
御
茶
屋
の
保
存
修

理
【
Ｈ
22
～
23
】

　

当
御
茶
屋
は
、
旧
松
山
藩
主
別
邸

市郷土資料館

の
一
棟
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
全
国

的
に
も
珍
し
い
藩
政
時
代
の
御
茶
屋

で
、
山
田
方
谷
が
城
下
滞
在
時
に
使

用
し
、
河
井
継
之
助
が
逗
留
し
た
と

も
い
わ
れ
る
施
設
と
し
て
も
知
ら

れ
、
歴
史
的
な
価
値
が
高
い
建
物
で

す
。

　

敷
地
全
体
の
歴
史
的
環
境
を
修
復

す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
時
の
景
観
を

再
現
し
、
人
々
の
交
流
の
場
と
し
て

の
活
用
を
図
り
ま
す
。

⑥
市
道
吹
屋
線
の
美
装
化

�

【
Ｈ
24
～
25
】

　

吹
屋
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

の
中
心
を
通
る
吹
屋
往
来
（
下
町
か

ら
千
枚
）
の
側
溝
改
修
や
美
装
化
な

ど
を
行
い
、
歴
史
的
景
観
と
の
調
和

を
図
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
歴
史
的
建
造
物
は
、
祭

り
や
神み

こ
し輿
な
ど
地
域
の
伝
統
行
事
の

背
景
と
な
り
、
歴
史
的
な
風
情
を
醸

し
出
す
大
き
な
要
素
で
す
。

　

市
固
有
の
歴
史
的
景
観
を
後
世
に

守
り
伝
え
て
い
く
た
め
、
適
切
な
保

存･

修
復
と
活
用
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
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